i
=
i

B

XEVI-[ZKBEEERRE

(BXOBK)

EREANFAEREIV_VINRKRISEENEELYI- (UTIEERIEVS) B
TORENEXZEOEE UTIEEIEWN) OBEREZEHRIILHICAERIE
HEECEISFEREED. ENEEFOEREER, ZOOHDRR. ZOENMNTVBIR
B BENEEERVZOREOFLEEEHEL. MATINEY-LAZOBERUAA.

BEY-EAFHEEER TS EEC. Y-EAFTEICEIE, BY-LADRBIHERINE L.
BREXEZFLOERFEZOMOEEDRBETILEEIL. BENEEENN ERIRIERD

AFEHLIZHEE MERRERNOBNEFOEEORHIEITILEBRIETS,

GEE7H)
B2%
(1) FAEBNENEBRELLBSIIBELENTE, AIERRYEEICBEVTZOEIB8EHITIGL.
BIZUEBEEFEECIENEREZLOSRELTEREITI,
(2) FAEOLEORR. ZOENMMTVBREFICGUT, FAEORIRICEIE, BYIRRE
EEY-CARVBUY-EAN S REFEENS, BERINDMFENIRESNBZLSEEL

TiTI.



(3) FMAEOEBRRUABEGEL, BCHAEDIIHICIIH>T MAEICRESNIEEY-E

AENMFEDEEXBHEDEEY-LAFEE CRLRIBILOBVNELS RIEPILIC

NN
I
(O]
o

(4) BEY-CAFBEOERICHIHOTE, EHROBEREY-EAFEEZOBNERDHBIL,

BEY-EAHBEORRICABMILIEEREY-EAREEFOETEHERDZIENT

EBILE. MMEOEHNBSINERL T,

(5) AIGNARICHEBEMCEBVWTERINLEEY-EAFTEORBEDIEIHHE N E.

BRANE BLAEESRUOMEREELBEMNE (UT.FEANMEZFLN) A

INZTNEBEMDIONTEEEY-EAHBOHN EHEE S A6 NMARAICIERLEE

EY-EAFE LA B[ IONEHMNEEIEORBOIERA—DFEEEICLOTR

HEINEON EHIEIEZEDHRBETD,

(6) FEOEMEICHOTE, BIRMEIR, HIBORE ERE - BT -C AR L OB EE

RV EMEY-EADRMIIE DD,

(7) FEFR FAEONEQHE. EFORLLOR. BEREFIOREFMETILLBIC, /X

WL, THEEREI SFDEEEHELS.

(8) BEMI. TR ENEXIEFIEMIAICYUH UL NERREFE L1 18LND2FE11E

CHRETINEFRRFEEFRZOMLERIFTREEFRL BYIDOBEHICITILIES

%o



(9) BEREY-LAZFOEEMLOBHOAFER B RNS. BEY-CAEEFLCENNT

EHEEREY-EAZDB L EDSERIY-EAFTEDR EZ KD,

(10) NERRELICAEMIIHIETTRFICEVWT @EROT7VNRIVY FOESF ORED

RODGBIIHEICE INICHNTELS8 D3,

(BXFRORIE)

%3% BMRUMEHRIROBYETS,

(1) & #r5 BENEXELYT-ZLE

(2) Frietth A)INEAILTFEMNETZ 66-1

(BEOEHR. ERRUBBAR)

BA%K BEMCHBEIZMEOER, ERRUBBRETEROBYET D,

(1) BEE: 14 (BE#EE)

EEEQL MEBEZEEEEL. BULEXEOEENMTONELIMIET S,

(2) NEXEEME : 12ULE (BHER)

NEXEEMER ENEESHOOBKICTL. RUENEEFZNZOLF DR

PEMTVWBIRBEZFICSUT BEY-EARSHERY-CATEY LR A TSR, U

-CADEE. NEZFOFTEZIERT LB, Y-LAORMNMERINDLIEERE

EY-LAFRE NERRERFLOERBAEEFET,



(BEXBARUEZERM)

E5% HEYI-OBEARVEERMBIIROBYET S,

(1) EXRZ. BEAEANSESBEFZTCLTE LEL. KA. 1282981518

3 BETZRRS

(2) BEBBI FRISE3 0NNSF%16E3 09FTET3,

(3)

e

COEXRA. BEERENCETEEFFLLVERER IS ACEREICH ST

(BENEZREXEORHBAELAR)

6%

(1) BEEBENEIRORMAE[CH LTI MY TREICITRILEELL, MAER

IFZOREICKTT L. Y-EADIRE S EICDVNT, BELPTVWKISRBEITED,

(2) NEXMEHMEE. TEAAYMILEHTRAAEOEEEFHHBL. FBAERVTZOR

IRICEEEL TR, FEEEOE S 2 AERVZORKICH L+ CERRAL, B

BFREINFEESRWN,

(3) NEEFMER V-LABLERROFE. BHECHITIRIHFLLY, 4

BEY-EAFEOREOARBIOVTHELENSEFINRR D LOBRERDS,



(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

NEXEEHMER BEY-CAFBEORECMEIILIEEREY-LAZIIOVT,

RERIGT O REBINEINEX UL LT HREEV-EAFHBEOREOANRICD

W FIAEXEZORECHLTERAL. XEBLLIHMBEDRISERSSIL LTS,

ERLIEBEY-CASEOREDS5, SN E. BN iE. BHAEES XU

HEELERNE (UF. BENES) FZnTNUEAISNLBEY-CREHE

DEN EHBEIELNCEEFRICEVW RSN EEY-EASEICA B[ TN 5

FNEEZLORBOIE. A—DEEREY-LAFEEX I EHHERLY -

ABEE[CIOTREINZEODEHEEIGZHICDE, XEOR M RUFOEICEVEEA

L. XEICHAEDESL (GERIFM) 2XI2580L53,

NEXEEPIER BEY-LAFEEERLRICE. AZEEY-LAFEEF A

ERMELECRLTS,

NEXEEMEE T2V VI CH UL AIRERVZORE, EEBEY-EA

FEEFLOERERBECTRIILEL, BFEROFHDBWRY, RICEHDEIAIC

KUTEDRINEBSRN,

7. 2B AL LEL FREOEEZHREL FIRECEHET S,

1. DEKEERIC1IEEZFIVI DREREZR T B,

NEXEFFMEE RIBIZHRICEVNTL, FRIELTY-ERIB Y ERZEDRE.

BUEZCWNITIBEECLY, BEY-CAHEOZEOHEHECDONT, BYEHLS



BERFNGERHACOEREKRDEIEDET S,

T HRICEEY-CAEEL TGS

1. ENEREERO VB AENENEEF R EEXIHE

7. ENEREEXI VA AENENEREOX N EEOREEZIHE

(FIAMERUVZOMBOER)

BTR

(1) BEBRENEXBEFEEZRHELLSAONANOER. BEEFBRENEDEEE

(C&BEDET S,

(2) BEHBAENEDZEER, FEFORPTNERIIBRT,

(3) ZOMBOBEBARAOENNABELLESEISEAF. YT -CAZDIRERTICZOEEHZELT

HAEFICHAZLRIZZSICEORYEURT 3,

(4) BIIEOEBROXILVEZ(IZHAEICE. AAEXEZORKICH L ERIICXETHR

BRELE LT, HWIASIIEONEICER (RELITH) &2%(15LLT3,

(BEOEEOXEEEH)

B8

BEOEROERRMIEG, B1LT (FE)I REE) JIHETes 3,



(RERF)

9%

(1) BER EIARERKZOEB LAVBEMAZELZORKOWEEROSBVEDL

9%,

(2) BETHOEN ELLEBALKZOES LMVELHAE L ZORKOWEERE

SEBI. BB THESRICEVWTEINLOREZRLT ENBVNSOI L ELEEE

EERN

(3) NEFEEFICNLTC MBEEICEAITZIEREIRMEITZRICE. FRIICXEICLYFE

EDORIEZESS,

(H1ELE)

B10%

(1) RFELEY-ERHTZHBEDSOEEISREN D@ BT BIH(C, HIEERZT

HIBLEHDEOERDEBYERIET B,

i

HERMEO EEE

C

(2) BBEERUIMOLB5EICE. AXHFEORNEELHT S,

(3) RFELEY-ERICHLHEHN, BRERFRESESSEMTIOINE. Z0HBOYH

DiRH., BHULRRORDILFHENBENSOER, BRCIGU, FIRENSOE

BICEL TN AT IR BRI N TS LEICREXLBBEEZ OB ECEZNL



VB ERREEZITI,

(4) FZEFE, HHEHN, BRBRERASESRZORDISIISEFRIEDOKEN

BREHRET B,

(BFHAEERFOH )

Bl1%k

(1) Y-ERAORELCIVERPRELLISEICE RONHETN, HEABEOREEIC

BAREITOL LBV ELREEEHET S,

(2) FEEQFEOELOWAKRUVERICELTCETLEZRHELATNERSE,

(3) Y-ERADREICLVEBEEINEERNRELSE LIV ECBEREZRPNIT

Do

(BB LIRS T 3EIR)

$125% FEFRMBEOANEOHEE. EHFOREXBZOBREN LI ZLHRDE

BZ#HIIE0LT D,

2 (FLEBEEREFCTALUTIELNTE

il

(1) EEHLEOEHONEERTTTIE

\

36MET3) #EMAMICEETZEEEIC. ZORBRIDODVTREE CAMNBEEZXNS

(2) EFBHLEORDOIESOESR

(3) EFERLLIZHOERNLBHHEDETE



(4) HI3S[CIBIFRBEEZEYICEEIILHOIBLEDKE

2 EEMRU-CERAREHIC, BREEMREEEXEHEEE FIREORKESHE

ERCHEETEE) (CLIEFEXIREBEDNIFBEEHXRLISSEE. EPMIC, 2

NEHETFRIOBI|R I 2EDET S,

(RBREETEORES)

B13%

(1) FXEMB. BREEPHFELZTORERICEVT MAEICHIIEERENEIED

REEMGENCERT D0, RPEBRHOARGI CREHOESBRERSLHDE

B (U IEBMEETEICWND, ) EREL. AZEBRET BV ERIEEE

#HLBEDET S,

(2) HFEFTE REECHL. EBBEFTEICOVWTEANT S LEIC. RERHHER U

ReEHRICEETSEDLT D,

(3) FXEME ERMCEFREETEORELETV. K EIJOCUTEBRETBOEE

Z11580LT 5,

(BEEES)

B1A% FEMEL FEMBVWTRRENFEEL XEFAZLEVLSIC, ROEZS(TH

(F2HEEZHELZENET S,



(1) FBERICBIZREEDFHRVFAZEDR LEOHON EERTTITEZEES (FLE

BRELESEEALUTINTEZE0LT3.) £5H0NR6 Al 1 EL LTS

EEBIC. ZOFERIOVT NMEXEEMECANMEEZX 2,

(2) FBEMICBIBZBRIED T RUVEALER LEDT-HDIE#HEE(HT 3,

(3) FJEMCHVT NEXEEMEICNL, BREIED T RUFAZEDR LEDT=HDOHHE

RUHIREE HICEIETS B,

(REERDE(H)

B15%

(1) HEMEBE. BE. BRRUSFTICETHERHREEBL TENRINERSEL,

(2) ZTEFR ABECHIIY-LADRHEICETIROZSICIBITSLHFEEML. 20

STRED ANS b FRRFLEINELSR,

7. NEY-EAGE

1. Y-EAERHELLBRORBLEEFNLY-LAONBTED 5

. HHEINZEAO@MICET R

A BHRARCELICELTESALBED IR

(ZOMEEICEAIZREER)

10



(2)

(3)

(4)

(5)

EEME HENERZE+IRHEL BEOENR LZME0. IR, THEOHES

(S NEINE 32 3EN k= RN

FEFE BYLREERENEXEORMEEFIIE RNO. BIELEVWUTHNS

MRREBXIEBNLEREERELLES THOCEH LLEN OEALEHE

BRLEDICLURZEBSDMERENEINEILZ LT 3D FHEHOBHEILED L

BREBEZELSTOET S,

WEEE RS LAMVSLAREXEZOREOWEERTTT 5,

FEFF EEEBTHOLEL EH LGB BAEXEZOREONZERFTIE

BIcdh. WEETRILRICEVWTEINSOMEERIFINE 52N EELOERE

ROABLET S,

ZOfh, EEFIAIER. FEFICCRELMAEICAMIZEDETS

Bt |

OHERFRL 8F 7 A 1BANSHEITIS,

T24F1081BEE

T 26F481BEE

T 27F481BEE

11



Fr2 8548 1BEE

FTH30F481BEE

SM2E4A1HEE

SM2FE9A1HEE

SM3FE4A1BEE

SMAE4LA1BEE

SM6E3A1IHERE

SM6FE4AL1HEE

12



	（１）管理者：１名（常勤:兼務）
	（２）介護支援専門員：１名以上（常勤:専従）
	介護支援専門員は、要介護者等からの相談に応じ、及び要介護者等がその心身の状況や置かれている環境等に応じて、居宅サービス又は施設サービスを適切に利用できるよう、サービスの種類、内容等の計画を作成するとともに、サービスの提供が確保されるよう指定居宅サービス事業者、介護保険施設等との連絡調整等を行う。
	（営業日及び営業時間）
	第５条 当センターの営業日及び営業時間は次の通りとする。
	（１） 営業日は、通常月曜日から金曜日までとする。ただし、祝祭日、１２月２９日から１月３日までを除く。
	（２） 営業時間は、午前８時３０分から午後１６時３０分までとする。
	（３） 上記の営業日、営業時間外に留守番電話等により相談を受けた場合には迅速に対応する。
	（居宅介護支援事業者の提供方法と内容）
	第６条
	（１） 指定居宅介護支援の提供方法に当たっては、親切丁寧に行なうことを旨とし、利用者またはその家族に対し、サービスの提供方法について、理解しやすいよう説明を行なう。
	（２） 介護支援専門員は、アセスメントに当たっては利用者の居宅を訪問し、利用者及びその家族に面接して行なう。また面接の趣旨を利用者及びその家族に対し十分に説明し、理解を得なければならない。
	（３）　介護支援専門員は、サービス担当者会議の開催、担当者に対する照会等により、当該居宅サービス計画の原案の内容について担当者から専門的な見地からの意見を求める。
	（４） 介護支援専門員は、居宅サービス計画の原案に位置づけた指定居宅サービス等について、保険給付の対象となるかどうかを区分した上で、当該居宅サービス計画の原案の内容について、利用者又はその家族に対して説明し、文書により利用者の同意を得ることとする。
	（５） 作成した居宅サービス計画の総数のうち、訪問介護、通所介護、福祉用具貸与及び地域密着型通所介護（以下、訪問介護等）がそれぞれ位置付けられた居宅サービス計画の数が占める割合並びに事業所において作成された居宅サービス計画に位置付けられた訪問介護等ごとの回数のうち、同一の指定居宅サービス事業者又は指定地域密着型サービス事業者によって提供されたものの占める割合等につき、文書の交付及び口頭により説明し、文書に利用者の署名（記名押印）を受けるものとする。
	（６） 介護支援専門員は、居宅サービス計画を作成した際には、当該居宅サービス計画を利用者及び担当者に交付する。
	（７） 介護支援専門員は、モニタリングに当たっては、利用者及びその家族、指定居宅サービス事業者等との連絡を継続的に行なうこととし、特段の事由のない限り、次に定めるところにより行なわなければならない。
	ア、少なくとも月に１回、利用者の居宅を訪問し、利用者に面接する。
	イ、少なくとも月に１回モニタリングの結果を記録する。
	（８） 介護支援専門員は、次に掲げる場合においては、原則としてサービス担当者会議の開催、担当者等に対する照会等により、居宅サービス計画の変更の必要性について、担当者から専門的な見地からの意見を求めるものとする。
	ア、新規に居宅サービス計画をたてる場合
	イ、要介護認定を受けている利用者が要介護更新認定を受けた場合
	ウ、要介護認定を受けている利用者が要介護状態の区分変更の認定を受けた場合
	（利用料金及びその他の費用）
	第７条
	（１） 指定居宅介護支援事業を提供した場合の利用料の額は、厚生労働大臣が定める基準によるものとする。
	（２） 厚生労働大臣が定める基準は、事業所の見やすい場所に掲示する。
	（３） その他の費用の徴収が必要となった場合は、当該サービス等の提供前にその都度協議して利用者等に説明をし同意を得たもの限り徴収する。
	（４） 前項の費用の支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に対して事前に文書で説明をした上で、支払いに同意する旨の文書に署名（記名押印）を受けることとする。
	（通常の事業の実施範囲）
	第８条
	通常の事業の実施地域は、白山市（美川、松任地域）川北町とする。
	（秘密保持）
	第９条
	（１） 職員は､正当な理由なくその業務上知り得た利用者とその家族の秘密を漏らさないものとする。
	（２） 職員であった者が、正当な理由なくその業務上知り得た利用者とその家族の秘密を保持させるため、職員でなくなった後においてもこれらの秘密を漏らす事がないよう必要な措置を講ずる。
	（３） 介護事業者等に対して、利用者に関する情報を提供する際には、事前に文書により利用者の同意を得る。
	（苦情処理）
	第１０条
	（１） 提供したサービスに対する利用者からの苦情に迅速かつ適切に対応するために､苦情を受け付けるための窓口を次のとおり設置する。
	苦情受付窓口　　　　　管理者
	（２） 苦情を受け付けた場合には、当該苦情等の内容を記載する。
	（３） 提供したサービスに対し市町村、国民健康保険団体連合会等が行う文書、その他の物件の提出、若しくは提示の求めまたは市町村職員からの質問、照会に応じ、利用者からの苦情に関して市町村が行う調査に協力するとともに指導または助言を受けた場合にはそれに従い必要な改善を行う。
	（４） 事業所は、市町村、国民健康保険団体連合会等の求めがあった場合は前項の改善内容を報告する。
	（事故発生時の対応）
	第１１条
	（１） サービスの提供により事故が発生した場合には、速やかに市町村、当該利用者の家族等に連絡を行うとともに必要な措置を講ずる。
	（２） 事業者は前項の事故の状況及び事故に際してとった処置を記録しなければならない。
	（３） サービスの提供により賠償すべき事故が発生した場合には必要な損害賠償を速やかに行う。
	（虐待防止に関する事項）
	第１２条  事業所は、利用者の人権の擁護、虐待の発生又はその再発を防止するため次の措置を講ずるものとする。
	（１） 虐待防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行うことができるものとする）を定期的に開催するとともに、その結果について従業者に周知徹底を図る
	（２） 虐待防止のための指針の整備
	（３） 虐待を防止するための定期的な研修の実施
	（４） 前３号に掲げる措置を適切に実施するための担当者の設置
	２　事業所は、サービス提供中に、当該事業所従業者又は擁護者（利用者の家族等高齢者を現に擁護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報するものとする。
	（業務継続計画の策定等）
	第１３条
	（１） 事業所は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する指定居宅介護支援の提供を継続的に実施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下「業務継続計画」という。）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じるものとする。
	（２） 事業所は、従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施するものとする。
	（３） 事業所は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行うものとする。
	（衛生管理等）
	第１４条　事業所は、事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように、次の各号に掲げる措置を講じるものとする。
	（１） 事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。）をおおむね６月に１回以上開催するとともに、その結果について、介護支援専門員に周知徹底を図る。
	（２） 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備する。
	（３） 事業所において、介護支援専門員に対し、感染症の予防及びまん延の防止のための研修及び訓練を定期的に実施する。
	（記録の整備）
	第１５条
	（１） 事業所は、職員、設備、備品及び会計に関する諸記録を整備しておかなければならない。
	（２） 事業所は、利用者に対するサービスの提供に関する次の各号に掲げる記録を整備し、その完結の日から５年間保存しなければならない。
	ア、介護サービス計画
	イ、 サービスを提供した際の提供した具体的なサービスの内容等の記録
	ウ、 市町村等への通知に関する記録
	エ、 苦情内容等の記録
	オ、 事故状況及び事故に際してとった処置の記録
	（その他運営に関する留意事項）
	第１６条
	（１） 事業所は、社会的使命を十分認識し、職員の質的向上を図るため、研究、研修の機会を設け、また、業務体制を整備する。
	（２） 事業所は、適切な指定居宅介護支援の提供を確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は優越的な関係を背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより従業員の就業環境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な措置を講じるものとする。
	（３） 従業者は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。
	（４） 事業所は、従業者であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるため、従業者でなくなった後においてもこれらの秘密を保持すべき旨を従業者との雇用関係の内容とする。
	（５） その他、重要事項は随時、事業所にて決定し利用者に周知するものとする
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